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土佐清水ジオパーク構想の可視化の変遷と 
これからのジオパークの空間づくり

制作者

2014年よりジオパーク活動を開始してから現在まで、認定を目指す過程で作成した視覚資料を整理し、ジオパークの伝え
方の変遷をたどり、今後、ジオパークとして目指すべき情報の伝え方や空間のつくり方について提案していきます。

1 土佐清水ジオパーク構想可視化の変遷 

2 近年の可視化の取り組み 

3 これからのジオパークの空間づくり 

4 まとめ ジオパーク少年

解説・批評

＊この発表には個人的見解が含まれます。



1. 土佐清水ジオパーク構想可視化の変遷

初期 2014年～2016年　申請までの準備期間

中期 2017年～2018年 2年連続の申請、 
　　　　　　　　そして、2度の認定見送り

現在 2019年～2021年 3度目の挑戦まで

ロゴマーク公募、ジオパークを目指していることを 
知ってもらうことが目的。 
デザインや景観へはあまり意識が向けられていない

ジオパークの表現方法の模索 
表現方法の多様化 
地域の特性・価値を踏まえた可視化へ

ジオパークの認知度向上、 
審査への対応を意識した可視性の確保

ここでは、土佐清水でジオパーク活動が
始まってから現在までの広報物やPRグッ
ズなどを見ながら、活動やジオパークの
捉え方の変化などを追っていくよ。



1. 土佐清水ジオパーク構想の可視化の変遷

初期 2014年～2016年　申請までの準備期間

•  ロゴマーク 

• 「めざせ！ジオパーク」看板類 

• 「めざせ！ジオパーク」のぼり旗 

• 「めざせ！ジオパーク」ポロシャツ 

•  旧リーフレット

制 作 物 ジオパークの捉え方・ 
活動内容 可視化の目的

• 観光の起爆剤！ 

• 地域のお宝発見！ 

• ジオガイド養成講座

• 「ジオパーク」という言葉の普及啓発 

•  ロゴマークの地域への浸透 

•  認定に向けた地域の盛り上げ

この頃は、まだデザインの方向性が決
まっていなかったし、とりあえず、地
域でジオパークという言葉やロゴマー
クの認知度を上げることが目的だった
のかも。地域の大地の価値を明らかに
する前に公募でロゴマークを決めたこ
ともあって、土佐清水らしいモチーフ
のツバキがかわいいけど大地の要素が
含まれていないね。あと、色数も多く
て、形も複雑だから、いろんな場面で
使いにくそうだね。

のぼり旗は安価に可視性を確
保できるけど、景観や環境に
悪影響を与える場合もあるか
ら、デザインや材質、設置方
法には気をつけたいね。



中期 2017年～2018年　2年連続の申請、そして、2度の認定見送り

• 旧ウェブサイト 

• 案内看板 

• ノベルティグッズ

制 作 物 ジオパークの捉え方・ 
活動内容 可視化の目的

• ジオガイドツアー造成 
• ジオパークとしての価値の整理 
• 持続可能な視点やSDGsが少しずつ取り
入れられはじめる。 
• 郷土愛による「人づくり」 
※ジオパークでこそできる人づくりにはまだ踏み込めて
いなかった…

• 認定に向けた地域の盛り上げ 

• 認定に向けてのアピールというのも少
なからずあり… 

1. 土佐清水ジオパーク構想の可視化の変遷

デザインは初期の頃より、だいぶ洗練されてきた
し、きれいな景色の写真とかいいけど、まだジオパー
クがどういうものなのかとか、ジオパークのおもしろ
さとかが伝わってこないかも。



現在 2019年～2021年　3度目の挑戦まで

• 新パンフレット 

• 新ウェブサイト 

• サイト解説板 

• フリーマガジン

制 作 物 ジオパークの捉え方・ 
活動内容 可視化の目的

• 竜串ビジターセンターを拠点とした活動 
• 研究者と連携した学術資料の蓄積 
• 魅力的なストーリーづくり 
• 地球科学をベースとした人づくり 
• ジオパークの理念の可視化

• ジオパークという単語だけでなく、ジオ
パークの本質を伝える。 

• 地球科学をはじめとする科学のおもしろ
さを伝える。 

• サスティナブルな価値観を伝え、それに
基づく行動を促す。 

• ジオパークに関わる人たちの思いを伝え
る。 

• ローカルアイデンティティの構築。

1. 土佐清水ジオパーク構想の可視化の変遷

内容はともかく、デザインがだ
いぶぶっとんだ感じになって、個
性が出てきたね。でも、全体的な
統一感はないから、土佐清水GP
構想のものとわかるような統一感
はあった方がいいよ。

それぞれの誌面の内容やジオ
パークの理念についての表現に
も独自性や奥行き、作り手の
メッセージが感じられるかも。



2. 近年の可視化の取り組み

•大地の成り立ち 

•ジオパークの理念 

•ジオパークの目的とヴィジョン 

•メッセージ性を高め、問題提起型のデザインに

ここでは、2度目の認定見送り後からの可視化の
取り組みを振り返るよ。2度目の審査で、「地域の
価値の整理」という課題を指摘されたこともあ
り、わかりやすいストーリーづくりを様々な分野
の専門家と一緒に作りあげていったよ。また、抽
象的でわかりにくいジオパークの理念や、大地の
成り立ちなどの地球科学的なプロセスなどをイラ
ストを用いて、わかりやすく説明したり、行動を
促すメッセージ性を強めたり、土佐清水ジオパー
ク構想やジオパークそのものの魅力をいろんな表
現手段で伝えていったよ。

作成物 パンフレット、サイト解説板、サイト解説アプリ、WEBサイト、拠点施設展示、 
フリーマガジン、広報とさしみずジオパークだより、ジオツアー宣伝チラシ、 
各種イベント（観察会、モニターツアー、つくって食べる食堂）etc… 



2. 近年の可視化の取り組み

暮らしと大地の営みマグマの記憶深い海の記憶3800万年前～ 浅い海の記憶1700万年前 1300万年前 現在

Before

サイエンスデザイナーのササオカミホさんと作成。 
情報をぶつ切りにせず、時間の流れと空間を一体的に表現。

この図は、土佐清水が過去、現在、そして未来が関係性を持って
変化し続けていることを絵巻物風の表現で、表しているらしい。
それを踏まえて、想像力を膨らませることを重視しているから、
情報をぶつ切りにせず、一体的に表現したんだって。空間的・時
間的な配置が実際とは異なるというところもあるけど、地球科学
に詳しくない僕は、直感的には理解しやすいかも。

サイエンスデザイナー 
ササオカミホ氏

大地の成り立ち

After



2. 近年の可視化の取り組み

ユネスコ世界ジオパーク作業指
針をもとに、ジオパークの理念
やジオパークで伝えるメッセー
ジをイラストを用いて可視化＆
簡潔な言葉で言語化した。

ジオパークの理念

Before

After

地球の記憶は未来への道しるべ

大地の物語を感じよう

変化する大地で生きる
イラスト　SASAMI-GEO-SCIENCE

詳しくは、土佐清水ジオパーク構想の
Webサイトのジオパークについてのペー
ジにいろいろのってるって。



2. 近年の可視化の取り組み

地域でジオパークに取り組む目的、地域にもたら
すことができる価値についての全体像と具体的事
例をイラストと文章で示した。

ジオパークの目的とヴィジョン

自然の恵みと知恵を 
明日へつなぐ人づくり

• みつける 

• あつめる 

• まもる 

• そなえる 

• つたえる 

• つなげる 

• うるおす
イラスト　SASAMI-GEO-SCIENCE

ツバキの木とその周りで行われるジオパークに関わる
活動でいい土壌を作り、さらに大きな木に育っていく
様子で地域の持続可能な発展を表現してるんだね。



2. 近年の可視化の取り組み

ジオパークで伝えたいメッセージや、ジオパークを楽しむためのコツなどを織り交ぜたものに。 
また、サイト解説版と位置情報アプリを連動させ、歩きながら、答えを探せるものに。

メッセージ性を強め、問題提起型のデザインに。
せっかくだから、ジオパークのパンフや解説板を見た
人にジオパーク的な楽しみ方をして欲しくて、そのヒ
ントを伝えるようにしたよ。



3. これからのジオパークの空間づくり

ここでは、土佐清水がエリア全体を「土佐清水ジ
オパーク」という一つの空間として価値を高め、来
訪者へのよりよい体験の提供と、住民もエリアに誇
りを持ち、心地よく過ごせるよう、可視性だけでな
くエリア全体の「空間づくり」という視点で、問題
提起していくよ。

大地と対話し、思考できる空間に。 コンセプトのフレーズが抽
象的で、胡散臭いけど、他に
いいものが思いつかなかった
ので、ご容赦ください。

統一感のある可視性の確保
VI（ヴィジュアルアイデンティティ）の作成 
ロゴマークの手直し 

知覚の細部まで意識を向ける

聴覚、嗅覚、体性感覚など 

余白のある伝え方 

風土・景観に配慮した空間づくり

コンセプト



3. これからのジオパークの空間づくり

ヴィジュアルアイデンティティ（VI）の作成

https://www.missiondrivenbrand.jp/entry/kaitai_branddesign

VIの例（ポカリスエット）

VIとは？
Visual Identity｜ブランドの価値やコンセプトを可視化したシンボルやロ
ゴデザイン、ブランドカラー、指定書体などブランドを象徴するデザイン
要素を総称してVIという。

現状 
ロゴマーク及びカラーは活動当初に作成しているものの、それらの使用方
法について明確な決まりはないため、デザインの作り手によって様々な運
用がされており、その時々でよって統一感のない使い方がされている。今
後、ブランドイメージや認知度向上のためには、日本ジオパーク認定を機
にそれぞれの見直しを行い、統一的なVIを作成を検討していくべき。

ロゴマーク

問題提起 
色数や造形が複雑なため、モノクロに対応しておらず、用途が限ら
れ、他のデザインにも干渉する。また、「地域の価値」やジオパー
クのコンセプトが不明瞭な時期に作成されており、大地の要素など
ジオパークならではのものが見出しにくい。

解決策 
ロゴマークは、地元の中学生のデザインが元となっていること
や、地域でも認知度があり、愛着を抱いている人も多いことか
ら、根本的な見直しではなく、元のデザインをベースに簡素化す
るなどの磨き上げをすることで対応すべきか。 
また、地域の価値やテーマ明らかになった今、ロゴマークだけで
なく、エリア全体の視覚デザインを見直すべき。

フルカラー モノクロ 単色



3. これからのジオパークの空間づくり

視覚以外の知覚への配慮

問題提起 
ジオパーク拠点施設やその他の観光施設では館内BGMをはじめ、プロジ
ェクションマッピング等の装置の操作音等様々な音が流れている。時に音
は、イメージを想起させ、思考を中断させることなどにつながる。（例え
ば、J-POPやディズニー、ジブリのオルゴールやボサノバアレンジ、有名
なクラシック音楽などは曲に付随するイメージを想起させられ、思考が中
断することになりやすい…）BGMや効果音も情報の氾濫につながり、静
かに対象に向き合う時間と思考を奪っていく。静かに対象と向き合うべ
く、その場所や風土にあったミニマムな環境音楽を作れないだろうか。 
視覚、聴覚だけでなく、嗅覚や体性感覚など、その場所にそぐわない余分
な情報が入らないように気をつけたい。

余白のある伝え方

大地と対話し、思考できる空間に。

例えば、アーティストインレジデンスみたい
な感じで、現代音楽なんかの作家さんにエリ
アに滞在してもらって、場所の音をサンプリ
ングしたりして、いろんな施設のBGMとか
作ってもらったらエリア全体として統一感も
できていいかもね。

問題提起 
近年人気のアニメ作品やドラマなどには、心情などを事細かく説
明し、共感や感動を促すような表現方法が増えたと感じる。ま
た、「わかりやすさ」のみが求められ、「わかりにくい」「難
解」というのは悪であるような風潮がある。ただ、このような分
かりやすく、説明的すぎる表現方法や伝え方というのは、受け手
が想像し、思考する楽しみを奪うことにもつながる。無理にキャ
ッチーなフレーズなどを作らずとも、科学的な事実を淡々と伝え
るなど、大地に身を委ね、静かに対話する方法を提案していきた
い。

私は、映画『2001年宇宙の旅』がとても好
きなんですけど、あそこまで説明を削ぎ落と
して、ただただ時空間の壮大さと不思議とい
う感覚に向き合うジオパークってのもいいん
じゃないかと思っています。ただ、かなり、
人を選びますが…



3. これからのジオパークの空間づくり

風土・環境に配慮した空間整備
問題提起 
ジオパークとして、よりよい空間を作るためには、解説板や遊歩
道の整備を行う際などはできる限り、土地に耳を傾け、環境や景
観の観点からもその土地にあるものや、調和するものを用いるべ
きである。現在、当地域でも環境美化のために整備された遊歩道
沿いの草花などが、その周辺で確認できない植物が植えられてい
ることがあるほか、目立つことを優先し、景観や場所にそぐわな
い掲示物なども散見される。植栽されている植物や看板等もその
地域の景観や独自性を作り出しているものであるため、風土や環
境に配慮したものとなるよう、関係者等で認識を共有していく必
要がある。

大地と対話し、思考できる空間に。

例えば、いろんなところで見るのぼり旗もよ
くある化繊のものじゃなくて、高知らしく、
「フラフ」とか「大漁旗」みたいなのにして
もいいよね。

のぼり旗、看板、横断幕デザイン・設置事例



4. まとめ

1 土佐清水ジオパーク構想可視化の変遷
初期～中期　ジオパークという言葉の認知度向上を目的にしたもの 

　現在　　　　地球科学的現象やジオパークの理念や目的を可視化し、深い理解を促すものに 

2 近年の可視化の取り組み
サイエンスデザイナーとの協働でのヴィジュアルエイドの作成。 

　メッセージ性を持った問題提起型のデザインに。

3 これからのジオパークの空間づくり 
VIの作成など、エリア全体での統一感を持たせる 

　知覚の細部まで意識を向ける 
　余白のある伝え方、大地との対話 
　風土・景観に配慮する

土佐清水では、地域のジオパークとしての価値
の整理やストーリーづくりができる前に、ロゴ
マークの作成などの可視性の確保を行なった経
緯があります。「ジオパークを目指す」といっ
たことを掲示物などで示して、地域を盛り上げ
ることも必要かもしれないけど、まずは、地域
の価値をしっかり整理しておいた方が、後々、
掲示物の作成や可視化をする時に統一的にスム
ーズに行えると思いました。また、今後のブラ
ンディングのためにも可視性の方針やVIなどデザ
インのコンセプトをしっかり作って運用してい
くことが必要だと思います。


